
厚生労働省受託事業「若年者地域連携事業」

教室で仕事まなび「まちをつくろう」概要教室で仕事まなび「まちをつくろう」概要

[日　程]　平成20年6月～2月（2月以降の実施は相談させていただきます。）

　　　　　 授業2コマ～3コマ（応相談）

[対　象]　小学校4年生以上（応相談）

[定　員]　小学生3500人（定員に達し次第募集は締め切らせていただきます。）

[人　数]　1クラス～

[費　用]　無料

[場　所]　屋内（教室の中、人数が多ければ体育館など）

[準備物]　筆記用具、色鉛筆、ハサミ、新聞紙、ゴミ袋

[進　行]　当法人のスタッフをが進行いたします。

　　　　　先生方は、子どもたちの様子に目を配りながら、発言等を促したりしてください。

[スタッフ]　当法人の専門スタッフを派遣いたします。

　　　　　（クラス数、生徒数により、派遣人数を調整いたします。）

[打ち合せ]　 事前に日程や場所、人数、進行の内容の確認を行います。

　　　　　当日は、準備の為30分ほど前に到着しますので、そこで最終の確認を行います。

[お問合せ]　 06-6771-8264　特定非営利活動法人こども盆栽　担当：島津（矢野紙器株式会社内）

大阪府の小学生3500人を対象に、「仕事ってどんなものなんだろう？」を考え、

「あそび」を通じて学べるプログラムです。

今回は、「まちをつくろう」をテーマに、

こどもたちはダンボールを使って町を作ります。

こどもたちの憧れの職業や身近な職業を形にしていきます。

たくさんの仕事の役割や繋がりによって、出来上がっていく町を作ることで、

仕事がとても身近なもの、そしておもしろいものであることを一緒に学べるプログラムです。

※場合に応じて、行事やお祭りなどと組み合わせることも可能です。詳しくはお問い合わせください。

<組み合わせ実施例>

・工場見学や町を探検するプログラムとの組み合わせ

・地域のお祭りに参加し、ゴミ箱の設置や清掃作業体験との組み合わせ

・学校の行事などで使う出し物作りとの組み合わせ
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